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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年2月25日(2016.2.25)

【公表番号】特表2015-509540(P2015-509540A)
【公表日】平成27年3月30日(2015.3.30)
【年通号数】公開・登録公報2015-021
【出願番号】特願2014-561069(P2014-561069)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 239/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  239/48     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/506    　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/48     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月4日(2016.1.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

の化合物またはその塩。
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【請求項２】
　請求項１記載の式Ｉの化合物。
【請求項３】
　前記塩が酸付加塩である請求項１記載の式（Ｉ）の化合物の塩。
【請求項４】
　前記塩がトリベンゼンスルホン酸塩である請求項１記載の式（Ｉ）の化合物の塩。
【請求項５】
　７．６２±０．２°２Θ、１３．１１±０．２°２Θ、１３．７６±０．２°２Θ、お
よび１４．０５±０．２°２Θから選択される１若しくはそれ以上のピークを有するＸＲ
ＰＤパターンを有する請求項４記載の式（Ｉ）の化合物のトリベンゼンスルホン酸塩。
【請求項６】
　６．８５±０．２°２Θ、７．６２±０．２°２Θ、８．０１±０．２°２Θ、１３．
１１±０．２°２Θ、１３．７６±０．２°２Θ、１４．０５±０．２°２Θ、および１
４．６０±０．２°２Θから選択される１若しくはそれ以上のピークを有するＸＲＰＤパ
ターンを有する請求項４記載の式（Ｉ）の化合物のトリベンゼンスルホン酸塩。
【請求項７】
　７．６２±０．２°２Θ、１３．１１±０．２°２Θ、１３．７６±０．２°２Θ、１
４．０５±０．２°２Θ、１７．１０±０．２°２Θ、１７．８６±０．２°２Θ、およ
び１８．１０±０．２°２Θから選択される１若しくはそれ以上のピークを有するＸＲＰ
Ｄパターンを有する請求項４記載の式（Ｉ）の化合物のトリベンゼンスルホン酸塩。
【請求項８】
　前記塩が三塩酸塩・二水和物である請求項１記載の式（Ｉ）の化合物の塩。
【請求項９】
　５．４２±０．２°２Θ、８．８６±０．２°２Θ、１４．０６±０．２°２Θ、１７
．５２±０．２°２Θ、および１８．５１±０．２°２Θから選択される１若しくはそれ
以上のピークを有するＸＲＰＤパターンを有する請求項８記載の式（Ｉ）の化合物の三塩
酸塩・二水和物。
【請求項１０】
　５．４２±０．２°２Θ、５．９１±０．２°２Θ、８．８６±０．２°２Θ、１０．
８０±０．２°２Θ、１１．７９±０．２°２Θ、１４．０６±０．２°２Θ、１４．７
２±０．２°２Θ、１７．０２±０．２°２Θ、１７．５２±０．２°２Θ、および１８
．５１±０．２°２Θから選択される１若しくはそれ以上のピークを有するＸＲＰＤパタ
ーンを有する請求項８記載の式（Ｉ）の化合物の三塩酸塩・二水和物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれかに記載の化合物または塩と、薬学的に許容され得る賦形剤と
を有する、薬学的組成物。
【請求項１２】
　請求項１１記載の薬学的組成物において、前記組成物は、錠剤またはカプセル剤の形態
である薬学的組成物。
【請求項１３】
　対象におけるＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害を処置する薬剤を製造するた
めの、治療的に有効量の請求項１～１０のいずれかに記載の化合物または塩の使用。
【請求項１４】
　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
未分化大細胞型リンパ腫（ａｎａｐｌａｓｔｉｃ　ｌａｒｇｅ　ｃｅｌｌ　ｌｙｍｐｈｏ
ｍａ：ＡＬＣＬ）、非小細胞肺ガン（ｎｏｎ－ｓｍａｌｌ　ｃｅｌｌ　ｌｕｎｇ　ｃａｎ
ｃｅｒ：ＮＳＣＬＣ）、神経芽細胞腫、神経膠芽細胞腫、前立腺ガン、扁平上皮ガン（ｓ
ｑｕａｍｏｕｓ　ｃｅｌｌ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ：ＳＣＣ）、および乳ガンから選択され
る、使用。
【請求項１５】



(3) JP 2015-509540 A5 2016.2.25

　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
ＡＬＫ陽性未分化大細胞型リンパ腫、ＥＭＬ４－ＡＬＫ陽性非小細胞肺ガン、神経芽細胞
腫、神経膠芽細胞腫、アンドロゲン非依存性前立腺ガン、乳ガン、および頭頸部扁平上皮
ガン（ｈｅａｄ　ａｎｄ　ｎｅｃｋ　ｓｑｕａｍｏｕｓ　ｃｅｌｌ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ
ｓ：ＨＮＳＣＣｓ）から選択される、使用。
【請求項１６】
　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
ＡＬＫ陽性未分化大細胞型リンパ腫、ＥＭＬ４－ＡＬＫ陽性非小細胞肺ガン、神経芽細胞
腫、アンドロゲン非依存性前立腺ガン、乳ガン、および頭頸部扁平上皮ガンから選択され
る、使用。
【請求項１７】
　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
ＡＬＫ陽性未分化大細胞型リンパ腫、ＥＭＬ４－ＡＬＫ陽性非小細胞肺ガン、神経芽細胞
腫、および神経膠芽細胞腫から選択される、使用。
【請求項１８】
　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
ＡＬＫ陽性未分化大細胞型リンパ腫、ＥＭＬ４－ＡＬＫ陽性非小細胞肺ガン、および神経
芽細胞腫から選択される、使用。
【請求項１９】
　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
ＡＬＫ陽性未分化大細胞型リンパ腫およびＥＭＬ４－ＡＬＫ陽性非小細胞肺ガンから選択
される、使用。
【請求項２０】
　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
アンドロゲン非依存性前立腺ガン、乳ガン、および頭頸部扁平上皮ガンから選択される、
使用。
【請求項２１】
　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
ＡＬＫ媒介性の症状または障害である、使用。
【請求項２２】
　請求項１３記載の使用において、前記ＡＬＫまたはＦＡＫ媒介性の症状または障害は、
ＦＡＫ媒介性の症状または障害である、使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　ガンを処置するための、さらに安全で効果的なＡＬＫおよび／またはＦＡＫの阻害剤に
ついての必要性が存在する。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　国際公開第２００８／０５１５４７号
　　（特許文献２）　国際公開第２００５／０８０３９３号
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